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平成 15 年（2003 年）の「国民健康・栄養調査」に参加した全国の 20 歳以上の男女

約 5 千人の食事摂取量を調査したデータを用いて、野菜摂取量と、食事の質との関連を調

べた研究です。 

 この研究では、国民健康・栄養調査に参加した対象者 11,630 名のうち、総エネルギー

摂取量が 1500～3712 kcal/日であった 20-69 歳の男女 4,617 名を対象としました。

対象者の食事記録から、一日あたりの野菜摂取量を算出し、野菜摂取量の少ない順に対象

者を 3 群に分けて、食品群別摂取量の平均値を比較しました。その結果、野菜摂取量の平

均値は、男性 309.2g、女性 317.7g であり、健康日本 21 で野菜摂取量の目標とされて

いる 350g 以上を満たしていたのは、全体の 35%のみでした。 

また、男性において、野菜摂取量が最も多い群では、少ない群と比較して、小麦・加工

品を除く全ての食品群摂取量が多いことが示されました。一方、女性においては、野菜摂

取量が多い群では、少ない群と比較して、小麦・加工品、菓子類、酒類を除く食品群摂取

量が多いことが示されました。また、野菜摂取量が最も多い群では、男女ともに、エネル

ギーの摂取源が、米・加工品、小麦・加工品、肉類の順に多く見られました。 

これらの結果より、野菜摂取量が多い対象者は、概ね全体的な食事の質も高い可能性が

示唆されました。 


